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理
事
会
だ
よ
り

令和2年度 収支予算書

経常収益
　受託事業収益
　独自事業収益
　労働者派遣事業等受託収益
　受取会費 
　受取補助金等
　受取負担金 
　特定資産運用益
　雑収益 
経常費用
　事業費 
　管理費 
当期経常増減額
経常外収益
経常外費用
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額 
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高  

422,589,000 円
346,787,000 円
1,320,000 円
2,321,000 円
750,000 円

71,097,000 円
310,000 円
2,000 円
2,000 円

422,589,000 円
422,589,000 円

0円
0円

230,000 円
0円

230,000 円
230,000 円

51,220,862 円
51,450,862 円
51,450,862 円

9,484,000 円
1,845,000 円

5,000 円
0円

250,000 円
7,382,000 円

0円
1,000 円
1,000 円

9,484,000 円
0円

9,484,000 円
0円
0円
0円
0円
0円

3,253,725 円
3,253,725 円
3,253,725 円

432,073,000 円
348,632,000 円
1,325,000 円
2,321,000 円
1,000,000 円
78,479,000 円
310,000 円
3,000 円
3,000 円

432,073,000 円
422,589,000 円
9,484,000 円

0円
230,000 円

0円
230,000 円
230,000 円

54,474,587 円
54,704,587 円
54,704,587 円

科　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計

　

今
日
、労
働
力
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展

し
て
い
く
中
、景
気
回
復
を
基
調
と
し
た
労
働
需
要
の

増
加
に
よ
り
人
手
不
足
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
う
し

た
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、多
様
な
働
き
方
に

応
じ
た
高
年
齢
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、当
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員

の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、就
業
機
会
を
確
保
・
提

供
し
、会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
促
進
を

図
り
、地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
派
遣
事
業
も
更

に
進
め
、多
様
な
要
請
に
柔
軟
に
応
え
職
域
の
拡
大
を

図
る
な
ど
、会
員
の
皆
様
の
就
労
機
会
の
増
大
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
も
こ
の
派
遣
事
業
は
も
と
よ
り
、こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
事
業
の一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、台

東
区
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
、

積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１　

事
業
計
画

　
　

次
の
６
点
を
基
本
方
針
と
し
て
、計
画
的
に
事
業

　
　

を
実
施
し
ま
す
。

（
１
）会
員
に
適
し
た
請
負
や
派
遣
に
よ
る
就
業
先
の　

　
　

開
拓
に
努
め
る
と
と
も
に
、ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業

　
　

や
グ
ル
ー
プ
就
業
の
促
進
を
図
り
、就
業
率
の
向

　
　

上
と
適
正
就
業
を
推
進
し
ま
す
。

（
２
）事
業
の
普
及
啓
発
の
た
め
、町
会
や
老
人
福
祉
館

　
　

に
直
接
出
向
く
等
Ｐ
Ｒ
の
拡
充
を
図
り
、新
規
入

　
　

会
者
の
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

（
３
）安
全
就
業
対
策
を
推
進
し
、会
員
の
事
故
防
止
の

　
　

徹
底
に
努
め
ま
す
。

（
４
）会
員
の
就
業
に
関
す
る
知
識
、技
術
の
向
上
と
意

　
　

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、各
種
講
習
会
、研
修
会

　
　

を
充
実
し
ま
す
。

（
５
）社
会
貢
献
活
動
等
を
通
じ
、会
員
の
社
会
参
加

　
　

及
び
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
６
）効
率
的
、効
果
的
な
事
業
執
行
体
制
の
整
備
を

　
　

推
進
し
ま
す
。

２　

収
支
予
算

　
　

令
和
２
年
度
の
予
算
規
模
は
、４
億
３
千
２
百
７
万

　
　

３
千
円
で
、前
年
度
と
比
べ
４
百
５
１
万
４
千
円　

　
　
（
１
．１
％
）の
増
と
な
り
ま
す
。予
算
の
概
要
は
次
表

　
　

の
と
お
り
で
す
。

第
1０
回
理
事
会（
令
和
2
年
１
月
28
日
開
催
）

・
審
議
事
項

　

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

　

①
令
和
元
年
11
月
、
12
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ

　
　

い
て

　

②
令
和
元
年
度
下
半
期
の
主
要
な
事
業
の
進
捗
状

　
　

況
に
つ
い
て

　

③
派
遣
事
業
の
実
施
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

④
台
東
区
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

⑤
交
通
安
全
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

第
1１
回
理
事
会（
令
和
２
年
２
月
25
日
開
催
）

・
審
議
事
項

　

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

　

②
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

・
協
議
事
項

　

①
令
和
２
年
度
理
事
会
等
主
要
行
事
の
日
程
に
つ

　
　

い
て

・
報
告
事
項

　

①
令
和
２
年
１
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

②
事
故
報
告
に
つ
い
て

　

③
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い
て

第
12
回
理
事
会（
令
和
２
年
３
月
24
日
開
催
）

・
審
議
事
項

　

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

　

②
令
和
元
年
度
第
２
回
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

③
令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

④
令
和
2
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　

⑤
令
和
2
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
に
つ
い
て

　

⑥
令
和
2
年
度
定
時
会
員
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

⑦
令
和
2
年
度
安
全
就
業
実
施
計
画
及
び
令
和
2

　
　

年
度
安
全
対
策
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

⑧
特
定
資
産
取
得
資
金
の
設
定
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

　

①
令
和
2
年
２
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

②
令
和
元
年
度
下
半
期
の
主
要
な
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

第
９
回
理
事
会（
令
和
元
年
　
月
　
日
書
面
に
よ
る

決
議
）

・
審
議
事
項

①
新
規
入
会
に
つ
い
て

12

24

令
和
２
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算



令
和
２
年
度
定
時
会
員
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

令
和
２
年
度
定
時
会
員
総
会
は
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

予
定
さ
れ
る
案
件
は
、令
和
元
年
度
事
業
報
告
や
決

算
関
係
に
関
す
る
事
、役
員
の
改
選
等
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

総
会
は
、当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
会
議
で

す
の
で
、出
来
る
だ
け
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

　

令
和
２
年
２
月
２
日（
日
）、文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
会
員
拡

大
を
図
る
た
め
の
の
イ
ベン
ト「
こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
応
援

フ
ェス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
事
務
局
長
に
よ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
、ね
づっ
ち
の
漫
談
、順
天
堂
大
学
病
院
教
授
内
藤

俊
夫
医
師
に
よ
る「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
肺
炎
を
予
防
し

よ
う
」の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

66
名
の
参
加
者
は
、熱
心
に
聴
き
、骨
密
度
等
を
測

定
す
る
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
、ブ
ー
ス
で
の
個
別
相
談
に

よ
り
、よ
り
具
体
的
な
活
動
内
容
の
案
内
と
入
会
へ
の

動
機
付
け
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
て
も
、会
員
さ
ん
が

足
り
な
く
て
、注
文
に
応
え
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、平
成　

年
３
月
末
の

9
8
9
人
を
ピ
ー
ク
に
緩
い
減
少
傾
向
に
入
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
ま
で
は
千
人
を
超
え
る
勢
い
で
、順
調
に
会
員

数
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。減
少
傾
向
に
至
っ
た
原
因

は
、
65
歳
を
超
え
て
の
雇
用
延
長
や
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
様
々
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、消
費
生
活
展
や
寿
作
品
展
示
会

な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、新
聞
折
込
み
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
封

筒
印
刷
な
ど
、新
規
入
会
者
の
加
入
促
進
に
努
め
て
い

ま
す
。勿
論
こ
う
し
た
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、入
会
し
た
一
番
の
き
っ
か
け
は
、知
人
・
友
人
の
紹
介

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
会
員
数
の
増
加
に
は
、

会
員
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
が
必
要
で
す
。

歳
を
重
ね
て
も
、健
康
で
あ
る
う
ち
は
働
き
た
い
と
お

考
え
の
方
は
、多
数
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。当
セ
ン

タ
ー
で
は
、原
則
と
し
て
毎
月
第
３
木
曜
日
に
入
会
説

明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。お
知
り
合
い
に
、働
く
意
欲

の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、是
非
ご
紹
介
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
シ
ル
バ
ー
応
援
フ
ェ
ス

タ
」（
東
京
し
ご
と
財
団
主
催
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た

入
会
希
望
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

お仲間になりませんか？

委
員
会
だ
よ
り

第
５
回
総
務
・
広
報
委
員
会（
令
和
2
年
３
月　

日
開
催
）

・
議　

題

　

①
令
和
2
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

②
令
和
2
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　

③
令
和
2
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
に
つ
い
て

　

④
令
和
2
年
度
定
時
会
員
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

⑤
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
１
３
９
号（
令
和
２
年
４

　
　

月
号
）の
発
行
に
つ
い
て

第
４
回
安
全
管
理
委
員
会（
令
和
元
年
　
月　

日
開
催
）

・
議　

題

　

①
令
和
元
年
度「
交
通
安
全
実
施
計
画
」及
び「
安

　
　

全
巡
回
指
導
」の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

②
事
故
報
告
等
に
つ
い
て

　

③
転
倒
予
防
勉
強
会
の
参
加
に
つ
い
て

第
５
回
安
全
管
理
委
員
会（
令
和
２
年
３
月
　
日
開
催
）

・
議　

題

　

①
令
和
元
年
度
安
全
就
業
実
施
計
画
の
実
施
状
況

　
　

に
つ
い
て

　

②
令
和
元
年
度「
安
全
対
策
実
施
計
画
」及
び「
安

　
　

全
巡
回
指
導
」の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

③
令
和
元
年
度
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

　

④
令
和
2
年
度
安
全
就
業
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

⑤
令
和
2
年
度
安
全
対
策
実
施
計
画
に
つ
い
て

12

12

い
い
た
し
ま
す
。な
お
、ご
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い

場
合
は
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

正
式
な
通
知
は
、６
月
上
旬
に
会
員
の
皆
様
方
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

ととのいました‼

新型肺炎とは？

日　

時　

令
和
２
年
６
月　

日（
水
）午
後
２
時

会　

場　

台
東
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
ミ
レ
ニ

　
　
　
　

ア
ム
ホ
ー
ル

1818

24

26



　

昨
年
度
の
就
業
中
等
の
傷
害
事
故
に
関
し
て
は
、清
掃

作
業
中
に
マ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
た
ら
背
中
の
圧
迫
骨
折
を
お

こ
し
た
と
い
う
事
故
、施
設
の
清
掃
作
業
中
足
首
を
捻
り

捻
挫
し
た
事
故
、事
務
室
を
清
掃
作
業
中
、刃
が
開
い
た

ま
ま
飛
び
出
し
た
ハ
サ
ミ
を
直
そ
う
と
し
て
、誤
っ
て
開
い

た
刃
に
手
を
つ
い
て
、指
を
切
っ
た
と
い
う
事
故
、施
設
管
理

の
仕
事
を
終
え
、徒
歩
で
帰
宅
中
、転
倒
し
、「
く
も
膜
下

出
血
」を
発
症
し
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
賠
償

事
故
に
関
し
て
は
、自
転
車
か
ら
転
倒
し
玄
関
扉
を
破
損

し
た
と
い
う
事
故
が
、発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、健
康
に
は
常
に
注
意
し
、良
好

な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
、加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下

を
十
分
に
認
識
し
、無
理
を
し
な
い
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
、就
業
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
事
故
発
生
状
況

　

２
月　

日（
木
）午
後
２
時
か
ら
、蔵
前
警
察
署
と
自

転
車
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し
て
交
通
安

全
講
習
会
が
小
島
社
会
教
育
館
で
開
催
さ
れ
、　

名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蔵
前
警
察
署
の
儀
保
巡
査
長
か
ら
は
、高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
の
特
徴
、認
知
機
能
の
チ
ェッ
ク
方
法
を
学

び
、高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ

り
ま
し
た
。

　

自
転
車
文
化
セ
ン
タ
ー
の
谷
田
貝
学
芸
員
か
ら
は
、

自
転
車
事
故
発
生
状
況
と
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
の
講

義
、後
半
は
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
実
際
の

交
通
状
況
を
再
現
し
、自
転
車
走
行
時
の
ル
ー
ル
を
疑

似
体
験
で
確
認
し
た
り
、映
像
を
見
な
が
ら
普
段
の
自

転
車
の
乗
り
方
を
振
り
返
る
と
い
っ
た
体
験
型
で
進

行
。体
験
者
以
外
も
映
像
を
通
し
て
危
険
予
知
訓
練

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
の
４
月
か
ら
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
へ

の
加
入
が
義
務
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、自
分
の
加
入
し

交
通
安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

東
京
都
で
は
、令
和
2
年
4
月
1
日
よ
り
、自
転
車

利
用
中
の
事
故
に
よ
り
、他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ

た
場
合
な
ど
の
損
害
を
賠
償
で
き
る
保
険
等
へ
の
加
入

が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。当
セ
ン
タ
ー
と
い
た
し
ま
し
て

も
、会
員
の
皆
様
に
は
、加
入
を
お
勧
め
い
た
し
て
お
り

ま
す
。既
に
加
入
し
て
い
る
保
険
等
に
付
帯
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
の
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
の
安
全
就
業
標
語

優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

自
転
車
利
用
の
損
害
賠
償

保
険
へ
の
加
入
に
つ
い
て

おっと、危ない！

て
い
る
保
険
に
自
転
車
保
険
に
相
当
す
る
補
償
が
つ
い

て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

 

就
業
途
上
も
、自
転
車
利
用
も
含
め
、交
通
事
故
に

気
を
付
け
、加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

「
行
き
帰
り
　
無
理
を
し
な
い
で
　
今
日
も
無
事
」

「
こ
ろ
ば
な
い
　
手
す
り
を
つ
か
み
　
身
を
守
る
」

テ
ー
マ「
就
業
中
お
よ
び
経
路
途
上
の
交
通
事
故
防
止
」

西
宮
光
政
さ
ん

テ
ー
マ「
転
倒
予
防
」

金
子
時
男
さ
ん

13

33

各
テ
ー
マ
各
　々

の
応
募
作
品
が
あ
っ
た
な
か
で
、　

月
の

安
全
管
理
委
員
会
で
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

10

12

令和元年度の事故発生状況
１　傷害事故

２　賠償事故

清掃作業中に、泥落としマットを持ち
上げ、詰まった砂を落とすためマット
を振っていたところ、背中に電気が走
ったような感じがし、その場に蹲って
しまった。

施設の清掃作業中、テーブルを拭きな
がら移動していた際、右足をテーブル
の脚に引っ掛けて転倒した。その際、
足首を捻り捻挫した。

事務室を清掃作業中、刃が開いたまま
飛び出したハサミを直そうと手を伸ば
したところ、つんのめり、開いた刃に
手をついてしまい指を切った。

お寺の清掃作業を始める前、就業先敷地に自転車を押
して入るため、就業先の手前で自転車から降りようと
したところ、体力の低下によりうまく足を着けず自転
車ごと倒れ、肩から玄関扉に激突した。

発　生　日 会　員 怪我の状況 事故発生の状況

発　生　日 会　員 事故発生の状況

１

２

３

１

令和元年８月 70歳代
女性

背中の（圧迫）
骨折

令和元年12月 70歳代
女性

左下肢捻挫

令和2年1月 80歳代
女性

左手指創傷

令和元年９月 80歳代
男性

施設管理の仕事を終え、徒歩で帰宅中、
転倒。救急搬送される。

４ 令和2年３月 70歳代
男性

くも膜下出血



　

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、季
節
の
変
わ
り
目
で
、体
調
を
く
ず
し

が
ち
で
す
。

　

休
養
・バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
こ
ま
め
な
水
分
補

給
・
手
洗
い・
う
が
い
を
励
行
す
る
こ
と
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、体
調
の
悪
い
時
は
、無
理
を
し
な
い
で
、仕
事

を
休
む
こ
と
も
必
要
で
す
。

感
染
症
を
予
防
し
よ
う

　

元
気
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、健
康
で

あ
る
こ
と
が
一
番
で
す
。「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す
た
め

に
、進
ん
で
健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、次
の
健
診
は
生
ま
れ
た
月
に
よ
っ
て
受
診
で
き

る
期
間
が
異
な
り
ま
す
。ま
た
、料
金
は
無
料
で
す
。詳

し
く
は
、該
当
す
る
方
に
送
付
さ
れ
る
受
診
票
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
総
合
健
康
診
査
…
問
診
・
血
圧
・
肝
機
能
・
尿
検
査
・

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン・
心
電
図
な
ど
が
検
査
項
目
と
な
っ
て

お
り
、生
活
習
慣
病
等
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
に

重
要
で
す
。対
象
と
な
る
方
は
、国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
な
ど
で
す
。

◎
歯
科
基
本
健
康
診
査
…
高
齢
に
な
る
と
硬
い
も
の

が
噛
み
に
く
い
、む
せ
や
す
い
、飲
み
込
み
に
く
い
な
ど
、

お
口
の
働
き
が
弱
っ
て
き
ま
す
。食
事
で
十
分
栄
養
が

と
れ
な
か
っ
た
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因
と
も
な
り
ま

健
康
診
断
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

す
。対
象
と
な
る
方
は
、60
歳
、65
歳
、70
歳
、75
歳
、80

歳
、85
歳
の
方
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

台
東
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
母
子
成
人
保
健
担
当

☎（
３
８
４
７
）９
４
８
１

す
。対
象
と
な
る
方
は
、60
歳
、65
歳
、70
歳
、75
歳
、80

歳
の
方
と
な
り
ま
す
。

台
東
保
健
所
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
母
子
成
人
保
健
担
当

（
３
８
４
７
）９
４
８
１



台
東
区
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
悪
質
商
法
の
手
口
を
知
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
よ
う
》

　

平
成　

年
度
に
台
東
区
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
８
３
５
件
で
し
た
。

そ
の
う
ち　

歳
以
上
の
方
か
ら
の
相
談
件
数
は

5
9
9
件
で
全
体
の
約
3
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

つ
い「
自
分
に
限
っ
て
は
大
丈
夫
」と
思
い
が
ち
で
す
が
、

悪
質
な
事
業
者
は
言
葉
巧
み
に
高
齢
者
の
不
安
を
あ

お
り
、必
要
の
な
い
契
約
を
迫
っ
た
り
、大
切
な
財
産
を

だ
ま
し
取
ろ
う
と
狙
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、悪
質
商
法
の
事
例
と
対
処

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

状
」が
送
ら
れ
る
場
合
に
は
、「
特
別
送
達
」と
い
う
特

別
な
郵
便
に
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

●「
特
別
送
達
」と
記
載
さ
れ
た
、裁
判
所
の
名
前
入

り
の
封
書
で
送
付
さ
れ
ま
す
。は
が
き
や
普
通
郵
便
で

送
付
さ
れ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
郵
便
職
員
が
名
宛
人
に
手
渡
す
こ
と
が
原
則
で
、郵

便
受
け
に
投
げ
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
郵
便
職
員
か
ら
受
け
取
る
と
き
は
、「
郵
便
送
達
報

告
書
」に
受
け
取
っ
た
人
の
署
名
又
は
押
印
を
求
め
ら

れ
ま
す
。

●
裁
判
所
で
付
し
た「
支
払
督
促
」や「
少
額
訴
訟
の
呼

出
状
」の「
事
件
番
号
」「
事
件
名
」が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、点
検
商
法
は「
特
定
商

取
引
に
関
す
る
法
律
」の
対
象
と
な
る
た
め
、契
約
書

面
を
受
領
し
た
日
か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。

令
和
２
年
度
配
分
金
支
給
日

15

月　

日（
木
）

月　

日（
月
）

月　

日（
火
）

令
和
３
年    

月　

日（
金
）

月　

日（
月
）

月　

日（
月
）
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15
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令
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２
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４
月　

日（
水
）

５
月　

日（
金
）

６
月　

日（
月
）

７
月　

日（
水
）

８
月　

日（
月
）

９
月　

日（
火
）
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事
例
１　

は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

　

あ
る
日「
総
合
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
通
告

の
お
知
ら
せ
」と
書
か
れ
た
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
た
。

は
が
き
に
は
、「
契
約
不
履
行
に
よ
る
訴
状
が
提
出
さ
れ

た
」と
あ
り
、こ
の
ま
ま
連
絡
し
な
い
で
い
る
と
、原
告
の

主
張
が
全
面
的
に
受
理
さ
れ
て
、預
金
や
不
動
産
な
ど

の
差
し
押
さ
え
を
強
制
的
に
執
行
す
る
と
書
い
て
あ

る
。「
訴
訟
取
り
下
げ
最
終
期
日
」ま
で
に「
問
い
合
わ
せ

先
の
電
話
番
号
」へ
本
人
か
ら
連
絡
す
る
よ
う
に
と
も

書
い
て
あ
る
。身
に
覚
え
が
な
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

対
処
法　

事
例
の
よ
う
な
は
が
き
は
、「
訴
訟
」や「
差

し
押
さ
え
」な
ど
と
い
う
言
葉
で
消
費
者
を
不
安
に
さ

せ
て
、金
銭
を
だ
ま
し
取
る
こ
と
が
目
的
で
す
。慌
て
て

電
話
を
か
け
る
と
、金
銭
を
支
払
う
よ
う
に
求
め
ら
れ

ま
す
。身
に
覚
え
の
な
い
訴
状
案
件
に
関
す
る
は
が
き

を
受
け
取
っ
て
も
、記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
は
電

話
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
裁
判
所
か
ら
の
本
当
の
通
知
か
ど
う
か
を
見
分
け

る
ポ
イ
ン
ト
】

　

裁
判
所
か
ら「
支
払
督
促
」や「
少
額
訴
訟
の
呼
出

事
例
2　

点
検
商
法

　

先
日
、突
然
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
が
訪
ね
て
き
て
、「
近

く
で
工
事
を
し
て
い
た
ら
、お
宅
の
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い

る
の
が
見
え
た
。今
な
ら
無
料
で
点
検
し
ま
す
よ
。」と

言
わ
れ
た
。無
料
な
ら
と
思
い
点
検
を
頼
ん
だ
。点
検

後
に
業
者
か
ら「
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
大
雨
で
雨

漏
り
し
た
ら
大
変
で
す
よ
。す
ぐ
に
で
も
修
理
を
し
た

ほ
う
が
い
い
で
す
よ
。」と
言
わ
れ
た
。不
安
に
な
っ
て
業

者
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
補
修
工
事
を
契
約
し
て
し
ま
っ

た
が
、よ
く
考
え
る
と
高
額
の
た
め
解
約
し
た
い
。

台
東
区
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎（
５
２
４
６
）１
１
３
３

対
処
法　

無
料
点
検
を
口
実
に
訪
問
し「
こ
の
ま
ま
だ

と
大
変
な
こ
と
に
な
る
」な
ど
と
事
実
と
異
な
る
こ
と

を
言
っ
て
消
費
者
を
不
安
に
さ
せ
契
約
さ
せ
る
手
口
を

「
点
検
商
法
」と
言
い
ま
す
。事
例
の
よ
う
に
事
業
者
に

不
安
を
あ
お
ら
れ
て
も
、そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、

本
当
に
工
事
が
必
要
か
家
族
や
身
近
な
人
に
相
談
し

た
り
、複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
な
ど
慎

　

高
齢
者
に
は
、「
お
金
」「
健
康
」「
孤
独
」の
3
つ
の
不

安
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、悪
質
業
者
は
そ
の
不
安

に
付
け
込
ん
で
勧
誘
し
て
き
ま
す
。最
近
の
悪
質
商
法

は
手
口
が
よ
り
巧
妙
で
悪
質
に
な
っ
て
い
て
、誰
も
が
だ

ま
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と

き
、ま
た
、少
し
で
も
疑
問
を
感
じ
た
と
き
は
、早
め
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

写
真
撮
影
は
、石
森
弘
さ
ん
と
藤
川
實
さ
ん
で
す
。


